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 1月7日（水）デイケア
センターで「成人を祝う
会」「新年を祝う会」が
行われました。今年新た
に成人の仲間入りをした
方は1名でした。普段は
笑顔いっぱいの利用者様ですが、当日はいつも
と違うデイケアの様子に少し緊張した様子で
凛々しいスーツ姿を披露してくれました。お母
様から20年間の歩みのお話をして頂くと、参
加していた他のご家族の感動の涙を誘う場面も
ありました。 
 午後は厚生棟で「新年を祝う会」が行われま
した。ボランティアの出川秀美さん、岡村厚子
さん、岡村伸子さんによる「新春の太鼓と踊
り」が披露されました。「勇駒田楽太鼓」は、
間近で見る迫力のある太鼓に圧倒される利用者
様もいました。花笠踊りではひょっとこやおか

めが登場したり、獅子舞ではコミカルな動きが
会場全体を活気づけ、楽しい雰囲気に包まれま
した。そして、お正月気分が盛り上がっていき
ました。 
 ティータイムには、会場で利用者様やご家族
の方々にお汁粉がふるまわれ楽しい語らいのひ
と時となりました。 （保育士 鈴木 美恵） 

 1月14日（水）に「成人のお祝い」が行わ
れ、今年度は成人者3名をお祝いしました。会
場は式が始まる前から、各病棟から集まった参
列者で、お祝いムード満開です！ 
 最初は例年通り、目黒流桜木囃子保存会の方
による獅子舞演舞からスタート。お囃子が響く
中、生きているかと見紛うほどの迫力で走り回
る獅子たちに、会場は笑い声や驚きの声であふ
れました。続いて成人者の登場！晴れ姿の成人
者3名が舞台にあがると「おーっ」と声があが
り、その素敵な装いに注目が集まりました。恥
ずかしそうにしながらも、誇らしげな様子は立
派な大人の仲間入りでした。院長、父母会長
様、そして毎年ご支援いただいている東京ガス
多摩支店長様からもご挨拶をいただきました。 

 続いて成人者ご家族からのご挨拶は、20年
という時間に様々な思いがこもった内容でし
た。最後は参列者全員による合唱で、歌のプレ
ゼントをしました。人生の節目であり、新たな
スタートであるこの日を迎え、成人の方にはよ
り良い日々を送っていただきたいと思います。 

（療育主任 油田 浩幸） 
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◀ 厚生棟会場 

病棟への出張獅子舞 ▶ 
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 2014年11月30日～12月7日まで、パルテ
ノン多摩にて美術作品展が行われました。島田
療育センターからは「アートセラピーの作
品」、「輪飾りのクリスマスツリー」、「染め
紙の桜や紅葉などを使ったパーテーション」、
「陶芸」や「アートオフィス」で制作した作品
等を出展しました。 
 たくさんの施設や個人からの出品の中で、島
田療育センターとして、「社会福祉協議会会長

賞」を受賞することができ、「楽しみながら力
を合わせ、たくさんの作品を作り上げました。
ひとつひとつの作品に温かな気持ちや、がん
ばったあとが感じられてうれしい気持ちになり
ました」とのお言葉もいただきました。    
 来年も皆様の作品を期待しつつ、多くの方に
見ていただきたいと思いました。 

（療育主任 川澄 敦） 

 1月1日（木）～4日（日）までの4日間、セ
ンター内の6カ所にお楽しみコーナーを設置し
ました。各病棟とほっとステーションで、お正
月にちなんだ企画で工夫を凝らしました。「福
楽めぐり」をしながら、スタンプラリーを楽し
みました。 
 病棟毎に都合の良い時間をえらんで参加でき
る、楽しいお正月イベントになりました。 

（療育長 高橋 節夫） 
 

見て・聴いて・触れて楽しむ福楽めぐり 
お正月をつくろう 
もこもこ、ふわふわ、夢、福、福 
ふわふわおみくじで干支の羊を作ろう 
羽根つきを楽しもう 
折り鶴で富士山と御来光を作ろう 
初日の出 
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 12月 23日（祝日）
の午後、厚生棟研修室
にてクリスマスコン
サートが開催されまし
た。多摩テュッティ弦
楽合奏団は、今年で結
成38年目を迎える楽団です。アマチュアから
プロの方々までのメンバー構成です。 
 ヴァイオリンのシャルヴァ青木奈緒子さん、
ソプラノ歌手の柴山陽子さんを中心に、素敵な
演奏と歌声が会場内を満たしました。会場は、

拍手喝采の連続でした。小学生のヴァイオリン
演奏もあり、温かくなごやかな雰囲気のクリス
マスコンサートになりました。ありがとうござ
いました。 （療育長 高橋 節夫） 

就職したきっかけ 

 私の看護師生活は、都立病院の産科・小児科
病棟から始まりました。その後20年に渡り新
生児や未熟児と関わってきましたが、何らかの
障害を持って生まれて退院して行く子供たちの
将来がとても気になっていました。その後、人
生の転機々で浅く広くではありますが様々な科
を経て、看護師としてのゴールが見え始めた
頃、最後は障害児医療に携わりたいと言う強い
気持ちが湧いてきました。幸い、元同僚の紹介
もあり島田の門を叩かせて頂いたのは2年前で
した。 
 豊かな自然に囲まれ、恵まれた環境の中で丁
寧に育まれている命、利用者様の笑顔に感動し
たのが私の第一印象でした。その年は創立50
周年の記念すべき年でした。センター全体がお
祝いムードで華やいだ雰囲気の中、4月には大
勢の新職員を迎える島田の豊かさを感じまし
た。ためらいはありましたが、療育長と言う辞
令を受け取り仕事に臨みました。しかし、私の
考えの甘さを思い知るのに1週間はかかりませ
んでした。「重心を知らないで看護管理は出来
ない」今までの経験は白紙状態でした。勤務表
さえ満足に作れず、スタッフには多大の迷惑を
掛けてしまいました。くじけそうになった時、

小沢先生の「愛することからはじめよう」の著
書に出会い、小林提樹先生の重症心身障害児達
の福祉を守らねばならないという強い信念の
基、先人達が幾多の苦労を経て築いてきた島田
の歴史に触れて、努力して初心は貫かなければ
と改めて決心しました。 
今の仕事に対する想い 

 近年、障害者全体を取り巻く政策も大きく変
化しています。厚生労働省は、平成15年に
ノーマライゼーションの理念の基、措置から支
援費制度に移行して、18年には障害者自立支
援法が制定されました。施設から在宅支援へと
大きく方向転換を図っています。今年度障害者
総合支援法の一部見直しも行われていますが、
今後も在宅支援にウエイトが置かれていく現状
です。反面、大勢の入所待ちの利用者様がいる
中、重症心身障害者施設はこの5年で2施設し
か増えていません。入所施設である当センター
も、大きく変化しようとしています。私達は利
用者様の安全な生活を守り、豊かな人生が送れ
るように努力していかなければならないと思い
ます。 
 この春、入職して3年が経ちました。まだま
だ修行の身ですが、最近はもっと早くに島田に
出会えていれば良かったのにと思うようになり
ました。利用者様の笑顔が職員の力となり、職
員の笑顔が利用者様の満足度に繋がるよう、双
方の健康と安全を守って、微力ながら島田の更
なる発展のため努力したいと思っています。 

第５病棟 療育長 櫻井 明子 
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◆お正月福楽めぐり 

1月１日（木）～４日（日）に行われました 
◆デイケア 成人の祝い/新年の祝い 

1月7日（水）に行われました 

◆病棟 成人のお祝い 

1月14日（水）に行われました 
◆摂食機能療法セミナー 

1月15日（木）に行われました 
◆防災講習会 

1月29日（木）に行われました 

 ３日（火）小遠足  相模原市立博物館⑦ 
 ５日（木）ドライブ 府中競馬場⑤ 
１０日（火）ドライブ 南大沢① 
１２日（木）ドライブ パルテノン多摩③ 
１４日（土）お誕生会 
１７日（火）ドライブ 府中市郷土の森⑥ 
１８日（水）小遠足  府中市郷土の森② 
２５日（水）ドライブ 南大沢② 
２６日（木）小遠足  府中市郷土の森① 
２７日（金）小遠足  府中市郷土の森⑤ 

 2月 
行事予定 

テーマは「初日の出」 

◆第14回 公開シンポジウム 

 

 

 

 

日時｜2月11日（水祝） 13:00～16:10 
会場｜ベルブ永山 ベルブホール 

◆心理相談室 第10回講演会 

 

 

 
日時｜2月28日（土） 13:30～16:00 
会場｜島田療育センター厚生棟 

※詳細はホームページをご参照ください。 

 鹿児島の山の中で育ち、また材木屋の娘とい
う環境で育ったためか、山や木を見ると、懐か
しくホッとする。ツーンと鼻の奥を刺激する檜
の香りや、優しい穏やかな杉の香りを嗅ぐと心
が癒やされると共に、童心に戻り木に触れたく
なる。仕事で疲れた時、心がすっきりしない時
など、木に癒やしを求め出掛ける。そして、な
んの迷いもないかの様に真っすぐ空に向かい続
ける木を見ると自分を信じてみようと勇気が出
る。樹齢何百年の木を見るにつけ今までどんな
歴史を見届けて来たのだろうと思いを馳せ、悩

んでいたことがちっぽけなことに
思えてくるのだ。そして木に手を
当ててパワーを分けてもらい、
スッキリとした気持ちで今日も笑
顔で頑張れる。  

（看護師 鵜木 典子） 

♨ 

平成 26年 12月 入所 退所

　長期 0 名 0 名 
　短期 20 名 21 名 
　緊急一時 22 名 24 名 
　医療緊急 0 名 0 名 

入退所 状況 

（○数字は病棟名） 

ほっと山に登って、初日の出を拝もう。 


